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GloBE情報申告には早めに対応したい
OECDデジタル課税の制度
導入時間軸とシステム対応事項

こ
の
記
事
の
エ
ッ
セ
ン
ス

●第２の柱の導入時期について、各国では他国の動向を鑑みて最終的な導入時期決
定を示唆するコメントがみられ、こうした状況を踏まえて、OECDは、導入見通しと
して2024年からと公表している。企業においては、今後、決算準備なども考慮し、
GloBE情報申告対応の準備をする必要がある。

●GloBE情報申告に向けてシステム活用を推進するためにも、「情報収集・管理」、「集
計／加工・確認」、「GloBE計算」、「申告」の領域ごとに、業務要件と運用プロセスを
整理することで、現実的な実務を行うためのしくみの構築に取り組むことが推奨され
る。

PwC税理士法人
公認会計士・税理士

白土　晴久
PwC税理士法人

深見　哲

デ
ジ
タ
ル
課
税
ル
ー
ル
の
企
業
対
応
の
時
間
軸

は
じ
め
に

２
０
２
１
年
10
月
の
政
治
的
な
合
意
を

受
け
、
２
０
２
２
年
は
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
２
・
０

と
い
わ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
課
税
の
法
制
化
へ

の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ

２
・
０
は
、
２
０
１
５
年
ま
で
に
と
り
ま

と
め
た
15
の
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
行
動
計
画
で
残
っ

た
課
題
で
あ
る
経
済
の
電
子
化
へ
の
税
制

の
対
応
と
し
て
、
２
つ
の
柱
を
置
い
て
い

る
。
こ
れ
が
、一
般
に「
第
１
の
柱
」お
よ
び

「
第
２
の
柱
」と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

第
１
の
柱
と
は
、
電
子
取
引
を
念
頭
に
置

い
た
課
税
権
の
市
場
国
へ
の
配
分
の
制
度

で
あ
り
、
第
２
の
柱
は
、
最
低
法
人
税
課

税
制
度
で
あ
る
。
こ
の
２
つ
の
柱
の
制
度

化
は
別
々
の
手
続
と
し
て
進
め
ら
れ
て
お

り
、
本
稿
で
も
そ
れ
ぞ
れ
説
明
す
る（
図

表
１
）。

第
１
の
柱

⑴

対　
象

第
１
の
柱
は
、
当
初
、
デ
ジ
タ
ル
企
業

を
想
定
し
た
制
度
設
計
も
議
論
さ
れ
て
い

た
が
、
米
系
デ
ジ
タ
ル
企
業
へ
の
リ
ン
グ

フ
ェ
ン
ス
と
な
る
懸
念
か
ら
米
国
の
反
対

が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
産
業
に
限
ら
ず
大

規
模
か
つ
高
収
益
な
企
業
を
対
象
に
し
た

基
本
制
度
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
グ
ル
ー
プ

の
収
益
が
２
０
０
億
ユ
ー
ロ
超
で
10
％
を

超
え
る
利
益
率
を
有
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ

が
対
象
で
あ
る
。
こ
の
第
１
の
柱
の
制
度

導
入
は
、
多
国
間
条
約
に
よ
り
施
行
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
、今
後
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
リ
ー

ド
し
て
策
定
さ
れ
た
多
国
間
条
約
を
署

名
・
批
准
し
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
。

た
だ
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
も
多
国
間
条
約
の
内

容
を
整
理
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ロ
ー
リ
ン

グ
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
形
で
、
モ

デ
ル
ル
ー
ル
の
ド
ラ
フ
ト
を
公
開
し
、
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
意
見
を
聞
き
な
が

ら
ま
と
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

⑵

導
入
時
期

具
体
的
に
は
、
２
０
２
２
年
２
月
か
ら

ロ
ー
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
が
開

始
し
、
第
１
の
柱
に
お
け
る
利
益
Ａ
の
対

象
範
囲
、
収
益
に
係
る
ソ
ー
ス
ル
ー
ル
、

ネ
ク
サ
ス
、
課
税
ベ
ー
ス
の
算
定
な
ど

に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

スポットライトスポットライト
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２
０
２
２
年
７
月
に
は
こ
う
し
た
ロ
ー
リ

ン
グ
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
検
討
を

踏
ま
え
た
進
捗
報
告
が
、
10
月
に
は
申

告
・
納
付
期
限
の
よ
う
な
利
益
Ａ
の
執
行

お
よ
び
利
益
Ａ
の
安
定
性
に
関
す
る
進
捗

報
告
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
か
ら
公
表
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
際
、
多
国
間
条
約
に
つ
い
て
、

２
０
２
３
年
前
半
ま
で
に
署
名
式
が
開
催

で
き
る
よ
う
に
詳
細
な
規
定
と
そ
の
解
説

書
の
準
備
作
業
を
進
め
、
２
０
２
４
年
の

発
効
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
公
表
を
受
け
、
当
初
２
０
２
３

年
の
発
効
を
目
指
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら

１
年
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
の
報
道
が

確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
報
道
は

基
本
的
に
第
１
の
柱
に
お
け
る
多
国
間
条

約
の
発
効
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
２
の
柱

⑴　
導
入
に
向
け
た
動
き

一
方
、
第
２
の
柱
は
、
最
低
法
人
税
課

税
制
度
と
し
て
、
２
０
２
１
年
12
月
に
第

2
の
柱
の
根
幹
を
な
す
Ｇ

ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
モ
デ
ル
ル
ー
ル
、

お
よ
び
２
０
２
２
年
３
月

に
は
そ
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー

が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
第

１
の
柱
と
の
違
い
は
、
こ

う
し
た
最
低
法
人
税
課
税

制
度
は
、
基
本
的
に
、
第

１
の
柱
で
の
多
国
間
条
約

の
締
結
で
は
な
く
、
各
国

の
国
内
法
で
制
定
さ
れ
施

行
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
各
国
は
、
モ

デ
ル
ル
ー
ル
に
基
づ
き
各

国
の
国
内
法
の
制
定
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
連

結
収
入
7
億
５
、０
０
０
万

ユ
ー
ロ
以
上
の
企
業
グ
ル
ー
プ
が
対
象
に

な
る
た
め
、
第
１
の
柱
に
比
べ
、
そ
の
対

象
と
な
る
企
業
グ
ル
ー
プ
は
圧
倒
的
に
多

く
な
り
、
企
業
に
お
い
て
は
第
２
の
柱
の

制
度
導
入
へ
の
関
心
が
一
般
に
高
い
状
況

で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
で
は
、
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ

Ｅ
ル
ー
ル
の
Ｅ
Ｕ
指
令
案
を
モ
デ
ル

ル
ー
ル
の
公
表
と
ほ
ぼ
同
時
に
公
表
し
、

２
０
２
３
年
末
ま
で
の
加
盟
国
で
の
国
内

法
の
導
入
を
定
め
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
英
国
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
、
２
０
２
２
年

７
月
に
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
ル
ー
ル
の
国
内
法

案
を
公
表
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
や
国
内

法
導
入
に
向
け
た
動
き
は
、
各
国
で
み

ら
れ
る
。
な
お
、
各
国
の
国
内
法
の
制

定
に
あ
た
っ
て
、
現
時
点
で
は
第
２
の

柱
の
実
施
枠
組
み（"Im

plem
entation 

Fram
ew

ork"

）が
公
表
さ
れ
て
い
な
い

た
め（
注
：
２
０
２
２
年
10
月
14
日
現
在
）、

後
日
修
正
が
入
る
こ
と
が
当
然
に
想
定
さ

れ
る
状
況
で
あ
る
。

⑵　
導
入
時
期

こ
う
し
た
導
入
の
動
き
の
な
か
、
第
２

の
柱
の
導
入
時
期
に
つ
い
て
は
、
各
国
足

並
み
を
そ
ろ
え
て
と
い
う
姿
勢
が
み
ら
れ

る
。
多
国
間
条
約
と
異
な
り
、
各
国
国
内

法
に
よ
り
施
行
さ
れ
る
第
２
の
柱
は
、
各

国
独
自
に
施
行
時
期
を
決
め
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
国
よ
り

早
く
第
２
の
柱
の
導
入
を
す
れ
ば
、
自
国

の
多
国
籍
企
業
グ
ル
ー
プ
に
い
ち
早
く
Ｇ

ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
ル
ー
ル
に
よ
る
納
税
や
申
告
手

続
の
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
一
方
、

他
国
よ
り
遅
く
第
２
の
柱
の
導
入
を
す
れ

ば
、
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
ル
ー
ル
に
よ
り
本
来
自

国
の
歳
入
と
な
る
税
収
が
他
国
へ
移
転
し

て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
望

ま
し
く
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

な
ん
ら
強
制
力
の
あ
る
合
意
は
な
い
も
の

の
、
国
際
的
な
動
向
、
す
な
わ
ち
、
他
国

の
動
向
を
み
て
最
終
的
な
導
入
時
期
を
決

め
る
こ
と
を
示
唆
す
る
コ
メ
ン
ト
が
各
国

で
み
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
と
お
り
、
Ｅ

Ｕ
指
令
案
で
２
０
２
３
年
12
月
ま
で
の
国

内
法
の
導
入
と
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
英

国
で
は
２
０
２
３
年
12
月
31
日
以
後
開
始

事
業
年
度
か
ら
の
適
用
、
国
内
法
案
を
公

表
し
て
い
る
韓
国
で
は
２
０
２
４
年
１
月

か
ら
の
適
用
な
ど
、
そ
の
他
の
国
で
も
実

質
的
に
２
０
２
４
年
１
月
か
ら
の
施
行
と

す
る
公
表
が
確
認
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
は
、
２
０
２
２
年
7
月
の
Ｇ
20
で
の
報

告
書
で
も
お
お
よ
そ
２
０
２
４
年
か
ら
の

導
入
の
見
通
し
を
公
表
し
て
い
る
。一
方
、

スポットライト

（図表１）　第１の柱と第２の柱のこれまでと今後の動き

22年2月
ローリングコン
サルテーション

の開始

各種案の
公表（＊）

22年9月
進捗報告に関する
パブリックコンサル

テーション

22年10月
申告等に関する
進捗報告の公表

23年前半
多国間条約の

署名式？

24年1月
多国間条約の

発効？

22年7月
進捗報告書

の公表

22年4月
実施枠組みに関する
パブリックコンサル

テーション

21年12月
モデルルール

の公表

22年3月
コメンタリー

公表

22年
11－12月

実施枠組み
の公表

22年12月令
和5年税制
改正大綱

23年中
国内法の追加の

手当て？

24年1月以降
国内法の適用？

21年12月
EU指令案公表

22年7月
英国・韓国の国
内法案の公表

第１の柱

第2の柱

（＊）　2022年2月4日ネクサス・レベ二ューソーシング（案）、2022年2月18日課税ベース（案）、2022年4月4日スコープ
（案）、2022年4月14日除外対象の採掘業（案）、2022年5月6日除外対象の金融サービス（案）、2022年5月27日税
の安定性（案）
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米
国
で
は
米
国
外
軽
課
税
無
形
資
産
所
得

税（
Ｇ
Ｉ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
）を
第
２
の
柱
に
適
合
さ

せ
る
法
案
が
実
質
的
に
棚
上
げ
の
状
況
に

あ
り
、
２
０
２
２
年
11
月
の
中
間
選
挙
後

の
動
き
に
注
視
す
る
必
要
が
る
。

日
本
の
動
き

こ
う
し
た
各
国
の
動
き
の
な
か
、
日
本

の
財
務
省
は
、
令
和
５
年
度
以
降
の
税
制

改
正
で
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
ル
ー
ル
の
導
入
を
進

め
る
旨
の
コ
メ
ン
ト
に
と
ど
め
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
短
で

は
、令
和
5
年
度
の
税
制
改
正
で
導
入
し
、

２
０
２
３
年
４
月
開
始
以
後
の
事
業
年
度

か
ら
の
適
用
可
能
性
も
完
全
に
否
定
は
で

き
な
い
が
、
前
記
の
理
由
に
よ
り
各
国
に

先
ん
じ
て
日
本
が
導
入
す
る
か
は
不
明
で

あ
る
。

一
方
、
国
際
的
な
動
向
と
足
並
み
を
そ

ろ
え
て
２
０
２
４
年
１
月
か
ら
施
行
を
す

る
場
合
、
令
和
５
年
度
税
制
改
正
で
Ｇ
ｌ

ｏ
Ｂ
Ｅ
ル
ー
ル
を
導
入
し
、
施
行
時
期
を

２
０
２
３
年
４
月
で
は
な
く
、
２
０
２
４

年
１
月
と
す
る
と
い
っ
た
対
応
も
考
え
ら

れ
る
。

よ
っ
て
、
２
０
２
２
年
12
月
に
公
表
予

定
の
令
和
５
年
度
税
制
大
綱
に
お
け
る
Ｇ

ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
ル
ー
ル
に
関
す
る
公
表
内
容

は
、
多
く
の
関
係
者
が
注
視
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
す
で
に
各
省
か
ら
令
和
５
年

度
税
制
改
正
要
望
が
財
務
省
へ
提
出
さ
れ

て
い
る
が
、
経
済
産
業
省
の
税
制
改
正
要

望
に
お
い
て
も
第
２
の
柱
に
関
す
る
要
望

事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ

ル
ー
ル
と
い
う
国
際
合
意
に
基
づ
く
制
度

導
入
の
た
め
、
細
か
な
制
度
設
計
に
関
す

る
要
望
は
控
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し

た
税
制
改
正
要
望
か
ら
も
令
和
５
年
度
税

制
改
正
も
視
野
に
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
ル
ー
ル
の

導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

企
業
に
お
け
る
実
務
留
意
点

以
上
、
第
１
の
柱
お
よ
び
第
２
の
柱
の

導
入
時
期
に
関
し
て
触
れ
て
き
た
が
、
こ

う
し
た
導
入
時
期
を
前
提
に
企
業
の
対
応

や
準
備
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
点
に
注
意

す
べ
き
か
を
説
明
し
た
い
。

⑴　
第
１
の
柱

ま
ず
、
第
１
の
柱
に
つ
い
て
は
、
い
ま

だ
進
捗
報
告
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
で
あ
り
、
ル
ー
ル
の

詳
細
の
決
定
に
は
も
う
少
し
待
つ
必
要
が

あ
る
。
一
方
、
そ
の
ル
ー
ル
の
内
容
の
適

用
に
あ
た
っ
て
は
、
実
務
上
の
疑
問
点
が

多
々
上
が
っ
て
く
る
こ
と
が
当
然
予
想
さ

れ
る
。
対
象
企
業
は
、
限
定
的
で
あ
る
も

の
の
、
対
象
と
な
る
企
業
で
は
、
現
在
公

表
さ
れ
て
い
る
進
捗
報
告
の
内
容
を
今
か

ら
研
究
し
て
い
く
こ
と
は
必
須
と
い
え
る
。

⑵　
第
２
の
柱

次
に
第
2
の
柱
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
４
年
以
降
の
適
用
の
可
能
性
が
あ

る
も
の
の
、
そ
の
制
度
の
複
雑
さ
、
海
外

子
会
社
を
含
め
た
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
実

効
税
率
計
算
な
ど
の
必
要
性
か
ら
、
こ
ち

ら
も
今
か
ら
検
討
開
始
が
望
ま
し
い
状
況

で
あ
る
。
国
際
合
意
を
前
提
と
し
て
い
る

た
め
、
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
モ
デ
ル
ル
ー
ル
に
準

拠
し
た
制
度
導
入
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
国
内
法
が
公
表
さ
れ
た
と
し
て
も
、

実
質
的
な
内
容
は
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
モ
デ
ル

ル
ー
ル
と
変
わ
ら
な
い
可
能
性
も
十
分
あ

り
、
必
ず
し
も
国
内
法
の
公
表
を
待
つ
必

要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
四
半
期
ま
た
は
年
次
決
算
時
の

見
積
実
効
税
率
や
未
払
法
人
税
の
計
算
へ

の
影
響
を
考
え
る
と
、
今
後
、
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ

Ｅ
ル
ー
ル
の
会
計
上
の
取
扱
い
も
徐
々
に

整
理
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
Ｇ

ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
情
報
申
告
の
提
出
期
限
を
作
業

の
期
限
と
し
て
準
備
を
す
る
の
で
は
な

く
、
決
算
準
備
な
ど
も
考
慮
し
て
準
備
を

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

Ｇ
ｌｏ
Ｂ
Ｅ
情
報
申
告
に
係
る
シ
ス
テ
ム
対
応

こ
こ
か
ら
は
、
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
ル
ー
ル
に

基
づ
い
た
情
報
申
告
の
シ
ス
テ
ム
対
応
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
情
報
申
告
に

対
す
る
シ
ス
テ
ム
の
検
討

状
況

Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
２
・
０
の
第
２
の
柱
、
最
低

法
人
税
課
税
制
度
へ
の
対
応
と
し
て
、
Ｇ

ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
情
報
申
告
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム

活
用
の
検
討
が
活
性
化
し
て
い
る
。

Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
情
報
申
告
に
お
け
る
シ
ス

テ
ム
活
用
の
検
討
領
域
と
し
て「
情
報
収

集
・
管
理
」、「
集
計
／
加
工
・
確
認
」、「
Ｇ

ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
計
算
」、「
申
告
」（
図
表
２
）が
考

え
ら
れ
る
が
、
多
く
の
企
業
で
は「
情
報

収
集
・
管
理
」で
使
用
す
る
シ
ス
テ
ム
に

議
論
が
集
中
し
て
お
り
、
社
内
の
連
結
会

計
シ
ス
テ
ム
や
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
管
理
シ
ス

テ
ム
、
外
部
ベ
ン
ダ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い
る

状
況
が
み
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
目
的
が
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ

情
報
申
告
を
行
う
こ
と
だ
と
考
え
る
と
、

い
か
に
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
計
算
を
正
し
く
速
や
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か
に
行
う
の
か
と
い
う
点
が
求
め
ら
れ
る

た
め
、「
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
情
報
を

収
集
・
管
理
す
る
の
か
」の
前
に「
ど
の
よ

う
な
形
式
で
情
報
を
収
集
・
管
理
す
る
の

か
」を
検
討
し
、
実
務
に
適
用
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
る
。

ま
た
、
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
計
算
に
必
要
な
情

報
は
複
数
の
ソ
ー
ス（
会
計
デ
ー
タ
、
申

告
書
、
決
算
書
等
）に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
ソ
ー
ス
の
網
羅
性
、
適
切
性
、

妥
当
性
／
正
確
性
の
確
認
と
あ
わ
せ
て
、

取
得
方
法
や
確
認
の
タ
イ
ミ
ン
グ
お
よ
び

方
法
等
、「
実
務
に
適
用
が
可
能
な
運
用
プ

ロ
セ
ス
」を
定
義
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は
、
具
体
的
な

実
務
へ
の
適
用
の
検
討
を
進
め
て
い
る
企

業
は
少
な
い
状
況
だ
と
思
わ
れ
る
。

実
務
に
適
用
可
能
な
シ
ス

テ
ム
の
検
討
ポ
イ
ン
ト

こ
う
し
た
全
体
的
な
実
務
適
用
の
検
討

で
は
な
く
部
分
的
な
シ
ス
テ
ム
検
討
が
行

わ
れ
て
い
る
状
況
の
な
か
、
あ
ら
た
め
て

Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
情
報
申
告
対
応
に
向
け
た
シ

ス
テ
ム
活
用
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
留
意
点

に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

⑴　
ア
プ
ロ
ー
チ

先
に
記
載
の
と
お
り
、重
要
な
の
は「
ど

の
よ
う
な
形
式
で
情
報
を
収
集
・
管
理
す

る
の
か
」と「
実
務
に
適
用
が
可
能
な
運
用

プ
ロ
セ
ス
」を
検
討
、
構
築
す
る
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
形
式
と
運
用
プ
ロ
セ
ス
を
検

討
す
る
う
え
で
有
用
な
の
が
試
算（
ト
ッ

プ
ア
ッ
プ
税
の
試
算
）を
実
施
す
る
こ
と

だ
と
考
え
る
。

試
算
の
目
的
に
は
イ
ン
パ
ク
ト
分
析
だ

け
で
は
な
く
、
必
要
な
情
報
の
整
理
も
含

ん
で
お
り
、
試
算
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て

Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
計
算
に
必
要
な
情
報
が（
部
分

的
に
も
）明
確
に
な
る
た
め
、
本
計
算
に
向

け
た
情
報
ソ
ー
ス
の
整
理
と
運
用
プ
ロ
セ

ス
検
討
の
重
要
な
イ
ン
プ
ッ
ト
と
な
る
。

ま
た
、
試
算
に
使
用
す
る
値
が
シ
ス
テ

ム
や
ツ
ー
ル
か
ら
利
用
可
能
な
標
準
化
さ

れ
た
形
式
と
し
て
デ
ー
タ
化
さ
れ
て
い
る

か
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
情
報
収
集
の
形

式
や
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
検
討
に
活
か

せ
る
も
の
と
な
る
。

こ
う
し
た
試
算
を
通
じ
た
検
討
結
果
を

業
務
要
件
と
し
て
整
理
し
た
う
え
で
、
利

用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
行
う
こ
と
が

Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
情
報
申
告
に
向
け
た
効
果

的
・
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
活
用
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵　
シ
ス
テ
ム
検
討
時
の
留
意
点

シ
ス
テ
ム
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
前

記
の
業
務
要
件
を
も
と
に
実
務
に
お
い
て

利
用
・
運
用
が
可
能
な
し
く
み
を
目
指
す

こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と
や
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す

る
こ
と
自
体
が
目
的
で
は
な
い
と
い
う
認

識
が
重
要
で
あ
る
。

前
記
の
点
を
踏
ま
え
て
シ
ス
テ
ム
を
検

討
す
る
際
の
留
意
点
を
説
明
す
る
。

①　

業
務
要
件
の
優
先
順
位

税
務
と
し
て
の
必
須
要
件
や
業
務
上
許

容
で
き
な
い
要
件
の
整
理
と
あ
わ
せ
て
、

許
容
は
可
能
だ
が
重
要
性
が
高
い
要
件
、

可
能
で
あ
れ
ば
実
現
し
た
い
要
件
と
い
っ

た
優
先
順
位
を
設
定
す
る
。

た
と
え
ば
、
情
報
の
保
持
期
間（
７
年

ま
た
は
10
年
）は
税
務
の
必
須
要
件
と
な

る
が
、
シ
ス
テ
ム
の
Ｓ
Ｌ
Ａ（
サ
ー
ビ
ス

品
質
保
証
）や
シ
ス
テ
ム
で
利
用
可
能
な

フ
ァ
イ
ル
形
式
等
の
仕
様
に
つ
い
て
は
税

務
お
よ
び
業
務
と
し
て
許
容
可
能
か
検
討

し
、
優
先
順
位
を
設
定
す
る
。

②　

実
務
担
当
者
を
想
定
し
た
利
用
可

否本
社
、
海
外
子
会
社
等
の
担
当
者
が
シ

ス
テ
ム
を
使
用
す
る
際
の
手
順
や
運
用
方

法
を
想
定
し
、
検
討
対
象
の
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
実
務
へ
の
利
用
可
能
性
の
判
断
を
行
う
。

シ
ス
テ
ム
の
使
用
者
を
よ
り
具
体
的
に
想

定
す
る
た
め
に
も
、
業
務
要
件
か
ら
シ
ス

テ
ム
の
検
討
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
計
算
に
は
会

（図表２）　GloBE情報申告におけるシステム活用の検討領域
システム活用の

検討領域 要点

情報取集・管
理

GloBE計算を見据えた形式（データ化）を定義し、
後の工程で扱いやすいしくみを検討する。収集する
情報の網羅性、適切性、取得方法について、実務
で運用可能なプロセスを検討したうえで情報収集・
管理するシステムを決定する。既存のシステムを使
用する場合、既存の他業務への影響や利用対象と
なる各構成事業体がシステムを利用可能か確認が
必要となる。

集計／
加工・確認

GloBE情報申告の複雑さから、構成事業体から収
集した情報には一定の間違いが含まれることが想
定されるため、本社の実務で対応可能なしくみを
検討する。収集した情報の妥当性／正確性の基準
と、いつ、どう確認するのか検討し、すべての作業
を自動化することを目的とはせず、自動化と一部手
動の作業が混在した場合でも情報の妥当性／正確
性の基準を確認できるツールやシステムを利用する。

GloBE計算

今後の税制改正等による変更対応に必要なコスト
や運用体制を検討し、自社内にシステムを構築す
るのか、外部のサービスを活用するのか検討する。
GloBE計算では担当者の判断が必要となるプロセ
スが考えられるため、複数の計算結果を出力可能
なことと、一貫した計算プロセスが適用されるしく
みが必要となる。

申告

GloBE情報申告に関する国内法が公布、施行され、
申告システムの仕様が確定した後に具体的な対応
を検討する必要があるため、現時点では議論から
外すことが多い。情報収集の段階からデータとして
活用可能な形式を定義することで、申告時に必要
な情報の整形や確認を含めたシステムの活用が検
討可能となる。

スポットライト
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計
の
情
報
も
必
要
と
な
る
が
、
デ
ー
タ
の

入
力
を
誰
が
行
う
の
か
、既
存
の
会
計
パ
ッ

ケ
ー
ジ
か
ら
取
得
す
る
の
か
等
、
よ
り
具

体
的
に
想
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

仮
に
業
務
要
件
が
な
い
状
態
で
シ
ス
テ

ム
の
機
能
を
も
と
に
検
討
を
行
う
と
、
評

価
軸
が
曖
昧
な
ま
ま
検
討
が
進
む
こ
と
と

な
り
、
結
果
、
実
務
で
は
利
用
が
困
難
な

し
く
み
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
る
。

③　

領
域
ご
と
の
シ
ス
テ
ム
利
用
方
法

シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
検
討
す
る
領
域
と

し
て
は「
情
報
収
集
・
管
理
」、「
集
計
／
加

工
・
確
認
」、「
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
計
算
」、「
申
告
」

が
あ
る
が
、
ど
の
領
域
で
ど
の
よ
う
に
シ

ス
テ
ム
を
利
用
す
る
と
よ
り
業
務
へ
の
貢

献
が
高
い
の
か
検
討
を
行
う
。
具
体
的
な

シ
ス
テ
ム
を
検
討
す
る
際
の
評
価
軸
と
し

て
整
理
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
計
算
に
向
け

て
は
、
標
準
化
さ
れ
た
情
報
が
必
要
と
な

る
た
め
、「
情
報
収
集
・
管
理
」領
域
に
て
、

収
集
す
る
情
報
の
標
準
化（
テ
ン
プ
レ
ー

ト
化
）、
担
当
者
へ
の
依
頼（
タ
ス
ク
管

理
）、
収
集
し
た
情
報
の
一
元
管
理
を
シ

ス
テ
ム
と
し
て
対
応
し
、
業
務
利
用
す
る

こ
と
等
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

④　

既
存
ま
た
は
新
規
シ
ス
テ
ム
の
選
択

す
で
に
社
内
で
使
用
し
て
い
る
シ
ス
テ

ム
か
、
新
規
の
シ
ス
テ
ム
か
の
選
択
に
つ

い
て
は
、
大
き
く「
既
存
業
務
へ
の
影
響
」

と「
コ
ス
ト
」を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
利
点
と

し
て
は
、
社
内
に
運
用
体
制
や
ノ
ウ
ハ
ウ

が
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、
安
定
稼
働

の
実
現
と
初
期
導
入
お
よ
び
運
用
コ
ス
ト

が
比
較
的
低
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を

使
用
し
て
い
る
他
業
務
へ
の
影
響
や
、
シ

ス
テ
ム
運
用
の
役
割
分
担
、
責
任
範
囲
の

調
整
が
必
要
と
な
り
、
調
整
の
結
果
、
既

存
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
で
き
な
い
場
合
も

考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
新
規
の
シ
ス
テ
ム
を
選
択
す
る

場
合
、
初
期
導
入
費
用
が
比
較
的
大
き
く

な
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
情

報
申
告
も
し
く
は
税
務
業
務
に
特
化
し
た

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
た
め
、
他
業
務
へ
の
影
響
は
な
い
か
、

ま
た
は
許
容
可
能
な
程
度
に
低
く
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

⑤　

選
択
し
た
シ
ス
テ
ム
の
利
用
・
運

用
可
否

選
択
し
た
シ
ス
テ
ム
が
想
定
し
て
い
る

担
当
者
の
環
境
で
利
用
可
能
か
、
確
認
を

行
う
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

よ
っ
て
シ
ス
テ
ム
の
利
用
が
困
難
な
場
合

に
は
、
別
の
シ
ス
テ
ム
の
利
用
等
の
対
応

方
法
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
選
択
し
た
シ
ス
テ
ム
を
税
務
部

門
で
運
用
可
能
か
の
判
断
も
重
要
な
点
と

な
る
。

運
用
コ
ス
ト
や
ラ
イ
セ
ン
ス
等
の
シ
ス

テ
ム
を
稼
働
し
続
け
る
た
め
に
必
要
な
コ

ス
ト
と
あ
わ
せ
て
、
マ
ス
タ
ー
情
報
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
等
、
シ
ス
テ
ム
運
用
に
係
る

人
的
リ
ソ
ー
ス
を
含
め
た
コ
ス
ト
が
許
容

可
能
か
の
判
断
が
必
要
と
な
る
。

ま
と
め

Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
情
報
申
告
対
応
に
向
け
た

シ
ス
テ
ム
の
検
討
状
況
と
、
実
務
に
お
い

て
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
を
説
明
し
た
。

効
果
的
・
効
率
的
に
シ
ス
テ
ム
を
活
用

す
る
た
め
に
も
、
試
算
を
通
じ
て
業
務
要

件
を
整
理
し
、
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
計
算
を
見
据

え
た
標
準
化
へ
の
取
組
み
と
、
実
務
と
し

て
運
用
が
可
能
な
し
く
み
を
構
築
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
検
討
に
お
け
る
留
意

点
も
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
と
、
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ

Ｅ
計
算
に
必
要
な
正
し
い
情
報
を
収
集
す

る
た
め
に
は
担
当
者
へ
の
周
知
と
ド
ラ
イ

ラ
ン
の
実
施
が
必
要
に
な
る
た
め
、
準
備

を
行
う
猶
予
は
迫
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

今
後
も
税
務
業
務
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム

の
活
用
は
求
め
続
け
ら
れ
る
状
況
だ
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
Ｇ
ｌ
ｏ
Ｂ
Ｅ
情
報

申
告
対
応
に
よ
る
し
く
み
の
検
討
お
よ
び

構
築
を
よ
い
機
会
と
捉
え
、
税
務
業
務
効

率
化
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

【GloBE情報申告に係るシステム対応　執筆担当】
深見　哲（ふかみ・あきら）
PwC税理士法人
ディレクター
国内大手システムインテグレーターにてシステム設
計／開発を担当し、その後グローバルソフトウェア
会社のエンタープライズクライアント向けセールス
エンジニアを経て、2015年PwCメンバーファームに
参画。製造企業、小売企業を中心にさまざまな業
界でITコンサルタントとして従事。現在、当法人の
Tax Reporting Strategyチームにて、主にクライア
ント向けの税務業務の効率化プロジェクトを担当し、
業務プロセスの標準化や作業の自動化、情報収集シ
ステムの利活用に関するアドバイスを提供。

【デジタル課税ルールの企業対応の時間軸　執筆担当】
白土　晴久（しらと・はるひさ）
PwC税理士法人
パートナー
公認会計士･税理士
2003年、PwC税理士法人へ入所。2010年から2013年に
PwC オランダ アムステルダム事務所に出向、現地に進出
している日系企業に対するオランダ・日本税務アドバイス、
欧州企業による日本投資に対する各国税務アドバイスを提
供。以降、国際税務サービスグループのリーダーとして、
クロスボーダーストラクチャリングなどに関する税務アド
バイスに従事。現在、Tax Reporting Strategyチームにて、
デジタル経済課税、ESG関連税制、カーボンプライシング
などに関するアドバイスも提供。
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